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『
矢
吹
町
史
』
完
結
に
あ
た

っ
て

矢
吹
町
町
長

仲

西

藤

次

さ
き
に
、
町
村
合
併
二
十
周
年
、
町
制
七
十
五
周
年
を
記
念

し
て
、
『目
で
見

る
矢
吹
町
史
』
に
、
引
き

つ
づ

い
て

『矢
吹
町
史
』

第

二
、
三
、
四
巻
を
発
行

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸

い
に
も
各
界
の
御
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
通
史
編
第

一
巻
が

で
き
あ
が
り
、

こ
れ
を
も

っ
て
、

一
応
の
完
結
を
見

る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ

の
内
容

は
、

親
し
み
や
す
く
平
易
な

「目

で
見
る
町
史
」

か
ら
、

万
余
を
数
え
る
資
料

の
中
か
ら
精
選
さ
れ
た

「資
料
編
」

と
、
知
性
と
す
ぐ
れ
た
史
眼
を
結
集
し
て
描
か
れ
た

「
通
史
編
」
の
全

五
巻
と
で
な
り
、
わ
が
矢
吹
町
の
歴
史

を
解
明
す

る
も

の
で

あ
る
と
信
じ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
庭

で
全
巻
常
備
さ
れ
、
広
く
愛
読
さ
れ
ま
す
な
か
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
通

し
て
、
話
し
合
い
が
生
ま
れ
、
矢
吹

町
の

発
展
が
創
造
的
に
継
承
さ
れ

て
ゆ
く
な
ら
ぽ
、
編
さ
ん
事
業
を
行

っ
た
も
の
に
と

っ
て
大

へ
ん
喜
ぽ
し

い
限

り
で
す
。

こ
の
間
、
監
修
者
の
福
島
大
学
小
林
清
治
教
授
を
は
じ

め
、
町
史
編
さ
ん
事
業
に
か
か
わ
ら
れ
た
多
数

の
編
さ
ん
委
員
、
専
門
委

員
、
事
務
担
当
者
、
資
料
提
供
老

の
方

々
に
、
ま
た
、
遺
跡
の
発
掘
調
査

や
文
書
等
調
査
収
集

に
よ
ろ
こ
ん
で
ご
協
力
く
だ
さ
れ
た

方

々
、
こ
の
大
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
く
だ
さ
れ
た
町
民

の
皆
様
に
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
三
月



発

刊

の

こ

と

ば

矢

吹

町
史
編

纂

委
員

長

矢
吹
町
教
育
委
員
会
教
育
長

酒

井

正

敏

一
町
ニ
カ
村
の
合
併
二
十
周
年
を
記
念

し
て
町
史
編
纂
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
昭
和
四
十
八
年

一
月
か
ら
、
編
纂
委
員
会
が
発
足
さ

れ
ま
し
て
以
来
七
年
間

の
長
い
間

に
は
幾
多

の
困
難
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
数
多
く
の
人

々
と
多
く

の
資
料

に
よ
り
ま
し
て
、
当
初

の
予
定

よ
り
も
多
彩

で
立
派
な
矢
吹
町
史
を
発
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
『
目
で
見
る
矢
吹
町
史
』
、
第

2
巻
、
第
3
巻
、
第
4
巻

の
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
資
料
編

は
矢
吹
町
の
人

々
ぽ
か
り

で
な
く
他
町
村
、
又
は
広
く
県
外
に
も
重
要
な
参
考
資
料

と
し
て
役
立

つ
事
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
最
後

の
予
定

で
ご
ざ

い
ま
す
総
集
編
と
し
て

「
通
史
編
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
事
は
喜
ぽ
し
い

限

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
長
い
間
、
又
非
常

に
む
ず

か
し
い
仕
事

に
最
後
ま
で
御
尽
力
下
さ

い
ま
し
た
多
く
の
人

々
と
、
貴
重
な

資
料

を
お
貸
し
下
さ

い
ま
し
た
方

々
に
は
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
又
永
年

の
間
編
纂
委
員
と
し
て
御
協
力
下
さ

い
ま
し
た
委

員

の
皆
様
、
専
門
委
員

の
先
生
方
、
編
纂
室

で
直
接
編
纂

に
当
ら
れ
、

こ
つ
こ
つ
と
仕
事

を
さ
れ
た
方

々
に
心
か
ら
感
謝
致

し
ま
す

と
共
に
喜
び
あ

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
町
史

に
よ
り
ま
し
て
、
我

々
は
祖
先

の
成
し
遂
げ
た
数

々
を
偲
び
、
良
き
模
範
と
し
て
我

々
の
中

に
と
り
入
れ
発
展
さ
せ
、

住

み
よ
い
郷
土
に
す

る
た
め
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
史
編
纂

の
終
結

に
当
り
、
我

々
が
次
代

に
残
す
大
き
な
贈

り
物
を
前

に
し
て
感
激

に
耐
え
ま
せ
ん
。

昭
和

五
十
五
年

三
月



矢
吹
町
史
の
発
刊
を
祝

し
て

矢
吹
町
議
会
議
長

近

藤

毅

一

町
政
施
行
七
十
五
周
年
、
町
村

(
旧
矢
吹
町
、
中
畑
村
、
三
神
村
、
広
戸
村
柿
之
内
地
区
)
合
併

二
十
周
年
を
記
念

し
て
、
矢
吹

町
史
編
さ
ん
事
業
が
昭
和
四
十
八
年
よ
り
着
手
さ
れ
、

こ
の
た
び
こ
の

一
大
事
業
で
あ
る

『
矢
吹
町
史
』
が
、
多
く
の
関
係
者
な
ら

び

に
町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
発
田
さ
れ

る
に
あ
た
り
、

一
言

お
祝
い
の
言
葉
を
申

し
あ
げ

ま
す
。

今
日
の
緑
豊
か
な
田
園
の
町

「
矢
吹

町
」
発
展
の
か
げ
に
は
、
私
達

の
先
人
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
創
意

に
よ
っ
て
拓
き
築
き
あ
げ

て
き
た
歴
史
と
遺
産

の
た
ま
も

の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
近
年
激
し
く
変
化
す

る
社
会
情
勢
と
と
も
に
、
先
人
の
築

い
た
貴
喧
な
文
化
遺
産
も
破
壊
も
し
く

は
散
逸

し
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
と
き
、
そ

の
歴
史

の
先
端

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
輝
か
し
い
足
跡
を
辿
り
、
そ
の
史
実
を

『矢
吹
町
史
』
と
し
て
後
世

に
伝
え

る
文
化
遺
産
と
し
て
記
録
に
残
そ
う
と
す

る
こ
と
は
誠

に
意
義
深
く
喜
ぽ

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

「古
き
を
た
ず
ね
新
し
き
を
知
る
」
と
占
人
は
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
矢
吹
町
史
が
物
語

る
歴
史
の

↓
頁

一
頁
が
広
く
町
民

に
理

解

さ
れ
、
そ
し
て
わ
が
郷
土
を
正
し
く
知
る
こ
と
は
、
郷
土
愛

の
高
揚

に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
未
来

へ
の
指
標

に
な
る
も

の
と
信

じ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
本
史
の
編
さ
ん
、
発
行
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
方

に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

の
意
を
表

し
ま
し
て
お
祝

い
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

一
九
八
〇
年
三
月



序

監
修

・
町
史

専
門

委
員

福
島
大
学
教
授
文
学
博
士

小

林

清

治

こ
の
第

一
巻

の
刊
行

に
よ

っ
て
、
『矢
吹
町
史
』
全
四
巻
が
完
結
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

本
町
史
は
、
第

一
巻
通
史
、
第

二
巻
資
料
編
1

(原
始
、
古
代
、
中
世
、
近
世
)
、
第

三
巻
資
料
編
H

(近
世
、
近
代
)、
第
四
巻

資
料
編
皿

(近
代
、
現
代
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第

一
巻
通
史
は
、
わ
か
り
や
す
く
具
体
的
に
矢
吹
町
の
歴
史
を
叙
述
す
る
こ
と
に

つ
と
め
、
第
二
巻
以
下
の
資
料
編
は
、
通
史
の
叙
述

の
根
拠
と
な
る
資
料
を
掲
載
し
、
理
解

の
助
け
と
し
て
個
別
解
説

お
よ
び
全
体

解
説
を
付

し
た
。
町
民
に
親

し
み
読

ま
れ

る
と
共
に
、
町
内
外

の
人

々
の
研
究

に
も
役
立

つ
こ
と
を
願

っ
た
た
め
で
あ
る
。

当
初
の
計
画
は
三
巻
構
成

で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後

一
巻
を
増
加
し
て
、
量
質

と
も
に
充
実
し
た
町
史
が
出
来
上

っ
た
。
福
島
県
南

の
地
に
あ

っ
て
、
着
実
な
営
み
を
続
け
て
き
た
祖
先

の
た
ゆ
ま
ぬ
歩
み
は
、
本
町
史

に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
考
え

る
。

そ
れ
は
、
編
纂
委
員
同
専
門
委
員
お
よ
び
直
接
の
掌
に
当
た
っ
た
編
纂
室

の
御
努
力
と
協
力

の
成
果

で
あ
る
。
深
い
御
理
解

の
も

と
に
事
業
を
推
進
さ
れ
た
町
当
局
と
、
さ
ら
に
資
料
調
査
は
じ
め
万
般

に
わ
た
る
御
援
助
を
い
た
だ
い
た
町
民
の
方
が
た
に
、
あ
つ

く
御
礼
を
申

し
あ
げ
た
い
。

町
史

の
完
成
を
契
機

と
し
て
、
矢
吹
町
の
歴
史

の
研
究
が
さ
ら
に
深
め
ら
れ
、
ま
た
矢
吹
町
が

一
層
の
発
展
を
と
げ
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
す
る
。

一
九
八
〇
年
三
月
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凡

例

一
、
「矢
吹
町
史
」
は
第

1
巻
通
史
編
、
第
2
、

3
、
4
巻
資
料
編

の
四
巻
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
。

こ
の
第

1
巻
通
史
編

は
、

第

一
編
矢
吹
町
の
自
然
、
第
二
編
原
始
、
第
三
編
古
代
、
第
四
編
中
世
、
第
五
編
近
匿
、
第
六
編
近
代
、
第
七
編
現
代
を
そ
の
内

容
と
し
た
。

二
、
第

一
編
矢
吹
町
の
自
然
は
、
矢
吹
町
の
気
候

・
地
形

・
地
質

・
植
生

・
動
物
な
ど

に
つ
い
て
叙
述
し
、
私
た
ち
の
生
活
の
基

盤
を
明
ら
か
に
し
た
。

三
、
第
二
編
原
始
は
、
旧
石
器
時
代

の
人
類

の
成
立
か
ら
弥
生
期
ま
で
の
生
活
を
遺
跡
、
遺
物
に
よ
り
解

明
し
た
。

四
、
第
三
編
古
代
は
、
古
墳
期

か
ら
平
安
期
ま
で
を
そ

の
内
容

と
し
た
。
第
四
編
中
世

は
、
鎌
倉
期

の
石
川
、
結
城
両
氏

の
支
配

下
か
ら
、
天
正
十

八
年

(
一
五
九
〇
)
の
曲豆
臣
秀
吉

の
奥
羽
位
置
ま
で
を
取
り
扱

っ
た
。

五
、
第
五
編
近
世
は
、
天
正
十
八
年
蒲
生
氏
郷

の
支
配

か
ら
慶
応
四
年
(
一
八
六
八
)戊
辰
戦
争
ま
で
を
原
則
と
し
て
扱

っ
た
。
第

六
編
近
代

は
明
治
初
年
か
ら
昭
和

二
十
年
八
月
十

五
日
ま
で
と
し
、
第
七
編
現
代
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
以
後
、
昭
和

五
十
年
を

一
応
の
め
や
す
と
し
て
叙
述

し
た
。

六
、
本
巻
執
筆
に
か
か
わ
る
史
資
料
の
大
部
分
は
、
第
2
巻
、
第
3
巻
、
第
4
巻
の
資
料
編
1

・
H

・
皿
に
収
録
し
た
も

の
で
、

第
2
巻
資
料
編
1
3
編
資
料
番
号
六
四
の
場
合
は

(
『矢
吹
町
史
』
2
巻

資
料
編
1
3
1
六
四
)
と
い
う
形

で
示
し
た
。

『福
島
県
史
』

な
ど
他

の
出
版

物
か
ら
の
引
用
参
考
は

『

』
と
そ
の
巻
数
、

頁
な
ど
を
お
お
む
ね
記
し
た
。
『矢
吹
町
史
』

資
料
編

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い

史
資
料

に
つ
い
て
は
、
所
蔵
者
名
'
資
料
名
な
ど
を

(

)
内
に
注
記

し
た
。

七
、
用
字
用
語
は
、
当
用
漢
字

・
現
代

か
な
つ
か
い
を
原
則

と
し
た
が
、
引
用
文
や
歴
史
的
川
語
、
さ
ら
に
必
要

と
思
わ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
原
則
に
よ
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。



八
、
本
文
中

の
敬
称
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

九
、
写
真

は
、
町
史
編
纂
室
が
他

の
協
力
を
得

て
作
成

し
た
が
、
町
企
画
広
報
課
広
報
係
、
町
内
外

の
方

々
が
所
蔵
す

る
も
の
を

複
写
し
た
も

の
も
あ

る
。

十
、
図
表
は
、
執
筆
者
が
作
成
し
出
典
を
明
示
し
た
。

十

一
、
引
用
文

は

「

」
、
ま
た
は
活
字

を
小
さ
く
し
て
収
め
、
出
典
を
明
示
し
た
。

十

二
、
本
巻
の
執
筆

・
編
集

に
あ
た
り
、
町
内
外

の
多
く

の
方

々
や
関
係
機
関

に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
。
関
係
者
名
と
と
も
に
巻
末

に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

十

三
、
本
巻
の
執
筆
者
は
、
執
筆
章

・
節

の
末
尾

に
掲
示
し
た
。

十
四
、
本
巻
の
監
修
、
校
閲

は
編
纂
専
門
委
員

・
福
島
大
学
教
授
小
林
清
治
が
あ
た

っ
た
。
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